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【新型コロナウイルス感染症対策の変わらない基本】 

１．感染者を増やしてはいけない理由・・・新型コロナウイルス感染症による肺炎は、受け入れ定員がある 

新型コロナウイルス感染症による肺炎は、風邪やインフルエンザ後の細菌性肺炎と異なり、抗生物質が効きません。症

状を軽くすることしかできず、その管理も難しい。最後の砦は受け入れ患者数に限りのある人工心肺装置なのです。 

子から感染し、ご夫婦で重症化した事例もあります。感染者が増え、重症者が定員を超えてしまったら、どちらを助け

るか、家族は、あるいは医者は、考えなければならなくなります（命の選択）。これを避けたいのです。 

２．多くの人のワクチン接種が必要な理由・・・ワクチン接種による免疫獲得は社会貢献 

感染者が出た時の感染の広がり方は、右の図で緑色の人が免疫を持っているなら感染は広がり

にくく、青の人は免疫を持っていなくても感染しにくい。これがワクチンによる集団免疫の重要な

ところ。逆に青色の人しか免疫がなかったら、たちまち感染が広がってしまいます。 

また、流行がダラダラ続くと変異株が次々と出現します。若くて元気な人も含め、ワクチン接種は社会貢献です。 

３．いつもの仲間と過ごすことが大事な理由・・・家・職場・学校で広げないために 

この感染症は発症前に他人に移すところが厄介で、個々人の心がけも重要です。 

気を付けるべきは「５つの場面」（右枠内）です。マスクを外して飲食をする場面はリスク

が高いです。いつもの仲間と違う人との飲食の場から持ち帰りさえしなければ、家族も職

場も学校も問題にならないはずです。「５つの場面」を避け、基本のうがいと手の消毒を！ 
 

【デマに注意】 

インターネット社会ではウソが

いっぱい。まずは政府の情報

（go.jp）をよく調べましょう。 

右の拡散されている画像、内容

は確かに国立感染症研究所の記

事なのですが、「ワクチンしても、

効果ないよ」というのは、あくま

でもこれを広めている人の意見。 

実際に述べられているのは、 

感染者の中にはワクチン接種済

みの人もいて、この人から 2次感

染が起こりうる状況だったので、

ワクチン接種者においても感染防

止対策の継続が重要だ 

・・・ということ。それに、「日本に

おいて承認されている新型コロ

ナワクチンの高い有効性を否定するものではなく」と最後に補足もあります。 

ワクチンはウイルスをやっつける武器ではありません！ウイルスの「情報」でしかなく、ウイルスを迎え撃つ武器＝抗

体を作るのは私たちの体。どんなワクチンを接種しても、十分抗体ができないとか抗体が減少してしまう人はいます。 
 

【その人の自然治癒力の一つ「免疫力」が十分に働くことが重要】 

疲れが溜まっている人、体力が衰えている人は、自然治癒力自体が低

下する・・・これはご承知のとおりです。 

だから、今こそ自然治癒力を高める滋養強壮薬が必要なのです。自然

薬の「松寿仙（しょうじゅせん）」と「紫華栄（しかろん）」をおすすめします。  
～3か月分 ¥6,127‐ 
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５包￥1,100- 
90包￥18,480- 

・飲酒を伴う懇親会等 
・大人数や長時間に及ぶ飲食 
・マスクなしでの会話 
・狭い空間での共同生活 
・居場所の切り替わり 


